
 

 

 

いちご大福の季節がやって来ると、 

清水の厨房では、和菓子職人と洋菓子職人の間で、 

連日、激しいイチゴの争奪戦が繰り広げられます。 

和菓子職人は、いちご大福に良いイチゴを使いたい。 

洋菓子職人も、より良いイチゴをケーキに使いたい。 

どちらも譲らないのは、お客さんのためを思うからです。 

ご来店のさいには、 

厨房内でイチゴを争う様子もご覧くださいね。 

 

 毎年、ご予約をいただくお客さんはご存知かもしれませんが、 

 清水のクリスマスケーキは、オーソドックスなタイプの物ばかりで、 

 特殊なケーキや、奇抜なケーキは、この時期、あえてお作りしません。 

 それは、できるだけ作り立てを食べていただくために考えた選択です。 

 でも、その分、良い原料を使って、豪華な仕上げになるように頑張ります。 

 そんな清水のクリスマスケーキ、今年もどうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 

みなさんはクリスマスが来るのが楽しみですよね。 

でも、お菓子屋で働く人は、クリスマスが近づく事を、 

知らないふりをしたくなります。 

毎年、製造能力ギリギリのご注文をいただくので、 

１２月が近づくと、日増しに心配が膨れ上がります。 

しかし、いざ、クリスマスを迎えると、 

スタッフ全員、気合が入って、 

心配を吹き飛ばすような活躍をするものです。 

そのため、クリスマスを待つ、この時期は、 

お菓子屋のスタッフにとっては、ドキドキの日々です。 

 
 クリスマスがやって来ます。 
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毎
日
、 

何
度
も
何
度
も
、 

手
作
り
し
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 日頃ご来店してくださっているお客さんに、感謝の気持ちをお伝えしようと、 

 清水では、いろんな機会に、サービス商品券をお配りしています。 

 商品券を使ってくださるのは、大歓迎なのですが、 

 お知り合いで譲り合うなどして、一度に複数枚の商品券をお使いになられるのは、 

 原料高騰などの理由で、ものすごく、厳しくなってしまいました。 

 そこで１０月から、１回のお買い物につき、１枚だけお使いいただけるようにいたしました。 

 これからも、このサービスを継続したいので、事情をお察しの上、ご理解いただきますように、お願いいたします。 

そのうえ、誰の意見も否定せず、いつも「イイですねぇ～」 と肯定します。 

本来、「イエスマン」は良くないと言われていますが、 

いつも同調する人がいると、職場の雰囲気は穏やかなので、 

一人くらいは、こういう存在も必要なのかもしれません。 

ところで森は、深く考えて「イイですねぇ～」と言っているのでしょうか？ 

とりあえず、何も考えずに、適当に言っているような気がするので、心配です。 

 

 

 

 とっても穏やかな性格の、製造スタッフの森。 

 １０年一緒に働いていますが、怒ったところを見たことがありません。 

そこで、時々気まぐれで、いろんなロールケーキを、 

発作的に作っています。 

どれも厳選したいい原料を使っているので、 

おいしいのですが、はっきり言って、味は好みです。 

今、一番人気は「はちみつ純生ロール」です。 

みなさんもお気に入りのロールケーキを見つけてくださいね。 

 

 

 

シンプルなロールケーキって、おやつに便利ですよね。 

清水でも、常に人気商品です。 

でも、同じロールケーキばかり食べていると、 

だんだん飽きてきますよね。 

実は、作る方も、 

同じロールケーキばかり作っていると、 

正直、飽きてしまう事があります。 

 

 

 

先日、販売スタッフの河田が、誕生日を迎えました。 

女性なので、年齢はナイショです。(トシは言っていませんよ) 

仕事の経験も豊富ですが、人生経験も豊富なスタッフです。 

ご来店の際に、お買い物やお菓子の相談をするだけでは、 

ものすごく、もったいないです。 

いろんな悩み事、心配事も、ぜひ、相談してみてください。 

きっと親身になって、考えてくれるはずです。 

でも、とんでもないアドバイスをするかもしれないので、ご用心してくださいね。 

 
 祝！還暦  百歳まで、働こうかし
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 すっごく気まぐれです。 
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超平和主義者の森です。 
職場も家庭も地球も、 
平和が一番ですね。 

 ご了承ください。 



イ 

 お店の経営も、そんなダイエット的な事を考えずに、しっかりと栄養を付ける事に集中すべきです。 

 お店の栄養は、お客さんです。 お客さんがたくさん来てくだされば、どんどん元気になっていくと思います。 

 「どうすればお客さんにもっと喜んでいただけるか」 という事に集中して、 

さらに元気なお店を目指そうと思います。 

  

 

 

清水の、看板娘歴７０年の清水八重子さん。 

８２歳と高齢になったので、夏は体調を崩し、食が細くなって、すっかり衰弱してしまいました。 

一時は、歩くことも、立ち上がる事もできず、笑顔もなくなり、寝るばかりしていたのですが、 

１１月に入って、すごく元気になりました。 

元気を回復した要因は、食欲が出て、よく食べるようになったからです。 

人間って、食べれば元気になる事を、八重子さんが教えてくれました。 

お菓子屋も、これと同じだと思います。 

最近は、原料高騰の事などもあって、 

効率化や、経費の削減ばかりに目が向いていたように思いますが、 

 

 そんなほっこり堂の日替わりランチメニューの中で、好評なのが、 

 「ホワイトシチュー・ハンバーグ」 と 「酢豚」 です。 

  これからの季節にピッタリの熱々メニューなので、ぜひ、一度食べてみてくださいね。 

  

 

 

最近、ほっこり堂のランチがおいしくなったと、お客さんから褒めていただいています。 

ほっこり堂は、料理好きで研究熱心なスタッフが多いので、 

だんだん、料理の腕が上がってきているようです。 

いつもベストな状態で提供できるように、 

日々、工夫と改良を加えて、まだ発展途上中です。 

 

 

 

 普段は無口でおとなしくて、存在感があまりない、製造スタッフの瀬野。 

帽子、メガネ、マスクで顔を隠しているので、本当に目立ちません。 

しかし、そんな瀬野が、ものすごく存在感を出す時があります。 

それは、誰かが失敗をした時です。 

ほんの些細なミスでも、「ああああ～～！」 とか 「うわぁぁ～～！」 と大声を上げて大騒ぎ。 

そんな瀬野がいてくれるおかげで、職場のミスが少なくなっているようです。 

 

 

お菓子屋にとって、商品について厳しい意見を言ってくれる人は、貴重です。 

製造スタッフ三方（みかた）のご主人は、ケーキの食べ歩きが趣味なので、 

三方も、いろんなお店のケーキをよく食べています。 

そのため、清水のお菓子について、 

客観的な視線で、ズバリとキツい意見を言ってくれます。 

時には 「何様？」 というくらい上から目線で、一刀両断です。 

でも、こういう厳しい意見をビシッと言える人が職場にいると、 

商品の評価があいまいにならないので、お客さんのためになりますね。 

 
 時々、上から目線 
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 ご心配をおかけしました 



 

今月も最後までお読みいただき、ありがとうございます。 

お客さんとの結びつきを強くしようと思って始めた「お菓子屋だより」ですが、 

今号で、１００号になりました。 気がつけば、足かけ９年も続いた事になりますね。 

実は、清水菓子舗は 「継続」 が得意です。 

お店は、明治４３年創業なので、１０５歳になる老舗です。 

お客さんも、親子４代で通ってくださる方をはじめ、長期常連の方が多い店です。 

働く人もベテラン揃いで、長く勤めてくれているスタッフがたくさんいます。 

「継続」は、良い事ばかりのようですが、良くない事もあります。 

馴れ合いになって、変化を望まず、マンネリ化してしまう。 

組織が硬直化して、動きが鈍くなって、改革も革新もない。 

安定して、居心地がイイから、ほどほどにしか頑張らない。 

などなど、清水菓子舗も、継続の弊害が出ています。 

変化の激しい今の時代、いつまでもぬるま湯だと、 

お店に通ってくださるお客さんに申し訳ありません。 

これからも、ずっと継続していくために、 

挑戦と改良を、しっかりと続けていこうと思います。 

清水菓子舗三代目店主  清水洋之 

 

 

クイズの答えは、同封した商品券の裏にお書きください。 

商品券をお送りしますので、住所氏名も忘れずにお書きください。 

お買い物の際に、スタッフにお渡しいただければ、 

割り引きと同時に、ご応募いただけます。 

締め切りは、１２月１８日。 

当選発表は、 

発送にかえさせていただきます。 

 

 

 今月も抽選で２０名様に、 

 清水菓子舗の商品券５００円をプレゼントいたします。 

 今月は、骨付鳥市に改名しそうな丸亀市に関する問題です。 

 下に、丸亀の建物スケッチが６枚あります。 

 Ａ～Ｆの中で、骨付き鳥を売っているお店はどれでしょう？ 

 答えは、アルファベットでお答えください。 

 (ヒント；鳥肉の事を、「かしわ」と言いますよね) 

 今月のプレゼントクイズです。 
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                    この「お菓子屋だより」は、当店ポイントカード会員の方で、 

                    高ポイント獲得のお客さんに、お送りさせていただいています。 
  編集後記 
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